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編集／議会広報特別委員会　　発行／えびの市議会

12月定例会は

11月29日㈫
開会予定



７月臨時会　議案総括
令和４年

議案第 44 号　財産の処分の一部変更について
　令和４年３月２２日議案第５号で可決された財産の処分の一部を次のとおり変更する。
譲渡するとした４棟の建物のうち２棟を減じ，白鳥温泉下湯施設管理棟（神社側）８２．９０㎡
と白鳥温泉下湯施設便所（神社側）２７．３５㎡の２棟を特定非営利活動法人えびの白鳥地域森
林・歴史・文化等を保存伝承する会に対し無償譲渡することに変更する。

　市長の議案説明に対し２件の質疑があり，その後，予算等審査特別委員会に付託されました。
委員会では反対討論があり，賛成多数で当該議案は可決すべきものとされ，本会議においても
反対討論の後に，賛成多数で議案は可決されました。

　令和４年７月臨時会が７月４日の１日間開催され、議案２件を審議しました。詳
細は以下のとおりです。

議案第 45 号　令和４年度えびの市一般会計予算の補正（第４号）
　　　　　　  について
　令和４年度えびの市一般会計予算の補正につきまして，歳入歳出それぞれ１億８，９１１万
６千円を追加し，補正後の予算総額は，歳入歳出それぞれ１４４億１，７１３万６千円となり
ます。

　市長の議案説明に対し２件の質疑があり，その後，予算等審査特別委員会に付託されました。
委員会では，議案に対する討論前に，委員より議案第 45 号についての修正動議が提出されまし
た。提案理由の説明後，修正案に対する質疑があり，その後の討論では修正案に賛成，原案に
反対の討論があり，採決の結果，賛成多数で原案を可決すべきものと決まりました。本会議では，
議案第 45 号に対する修正動議が出され，原案に反対，修正案に賛成の討論があり，採択ではま
ず，修正動議が賛成少数で否決され，次に原案に対し賛成多数となり可決されました。

令和４年7月臨時会　議案等審議結果表
１．議案等
付 託
委 員 会 番　号 件　　　　　　　　名 審議結果

竹

中

川

野
森
阿

部

小

宮

吉

留

中

山

遠
目
塚

田

口

松

窪

西
原

（義）

西
原

（政）

栗

下

予算等
審査特別
委員会

議 案
第44号 財産の処分の一部変更について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

予算等
審査特別
委員会

議 案
第45号

令和４年度えびの市一般会計予算の補正（第４号）に
ついての修正案

否 決 ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

令和４年度えびの市一般会計予算の補正（第４号）に
ついて

原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

／：議長は採択に加わらない　　○：賛成　　●：反対　　−：棄権　　欠：欠席
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議
案
第
44
号　

財
産
の
処
分
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

Q
具
体
的
に
２
施
設
し
か
受
け

取
ら
な
い
と
い
う
の
は
陳
情

書
に
も
あ
る
。
そ
の
際
に
何
故
２
施
設

な
の
か
。
４
施
設
か
ゼ
ロ
か
と
い
う
判

断
の
話
は
な
か
っ
た
の
か
。

A
４
施
設
か
ゼ
ロ
か
と
い
う
相

談
は
な
か
っ
た
。

Q
陳
情
が
議
会
で
採
択
後
、
新

た
に
２
施
設
の
財
産
に
つ
い

て
申
請
す
る
と
い
う
議
案
を
出
し
て
欲

し
か
っ
た
。

A
１
回
議
決
を
受
け
た
議
案
を
、

取
り
下
げ
る
と
い
う
議
論
は

し
て
い
な
い
。
１
回
議
決
を
受
け
た
の

で
、
議
決
事
項
の
変
更
と
い
う
こ
と
で

協
議
を
進
め
た
。

Q 
今
回
の
議
案
は
、
法
的
に
問

題
は
な
い
の
か
。

A
今
回
の
手
続
き
に
つ
い
て
は

顧
問
弁
護
士
と
も
協
議
を
し

て
お
り
、
法
的
に
問
題
は
な
い
。

議
案
第
45
号　

令
和
４
年
度
え
び
の
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正
（
第
４
号
）
に

つ
い
て

債
務
負
担
行
為
補
正

原
油
・
原
材
料
高
対
策
利
子
補
給
補
助

金Q
今
回
、
こ
の
事
業
を
積
み
上

げ
た
金
額
で
国
に
申
請
し
て
、

今
後
、
臨
時
交
付
金
の
扱
い
と
な
る
の

か
。

A
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
か
ら
交
付
限
度
額

と
い
う
形
で
示
さ
れ
て
お
り
、
金
額
に

つ
い
て
は
２
億
９
，
９
１
４
万
８
千
円

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
対
応
分
と
し
て
、
８
，
６
０
７

万
２
千
円
が
、
国
が
示
し
て
い
る
限
度

額
で
あ
る
。

【
総
務
費
】　

ぷ
ら
い
ど
21
事
業
費

２
，
０
０
０
万
円

Q
ぷ
ら
い
ど
21
の
基
金
２
，
０

０
０
万
円
と
い
う
金
額
は
ど

こ
か
ら
出
た
の
か
。

A
６
月
17
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ

り
予
算
措
置
の
要
望
書
が
提

出
さ
れ
た
。
そ
れ
を
も
と
に
、
交
付
要

綱
の
上
限
を
５
０
０
万
円
か
ら
２
，
０

０
０
万
円
に
改
正
し
て
、
そ
の
上
限
額

を
今
回
予
算
計
上
し
た
。

Q
え
び
の
市
ぷ
ら
い
ど
21
の
基

金
残
高
は
い
く
ら
か
。

A
令
和
３
年
度
末
で
１
億
９
，

８
８
３
万
８
，
５
１
３
円
で

あ
る
。Q

民
都
財
団
か
ら
の
拠
出
金
の

残
高
は
。

A
ぷ
ら
い
ど
21
基
金
残
高
の
う

ち
、
民
都
機
構
か
ら
の
基
金

残
高
に
つ
い
て
は
、
３
，
０
６
４
万
８
，

６
２
５
円
で
あ
る
。

Q
上
限
２
，
０
０
０
万
円
の

ハ
ー
ド
事
業
に
白
鳥
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
は
公
募
に
参
加
さ
れ
る
と
思
う

が
、
そ
の
他
に
公
募
に
参
加
す
る
団
体

等
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

A
複
数
応
募
が
あ
っ
た
際
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
審
査

委
員
会
に
諮
り
、
複
数
採
択
に
な
っ
た

場
合
は
、
予
算
が
今
回
の
予
算
計
上
額

で
は
足
り
な
い
の
で
、
追
加
の
予
算
措

置
が
必
要
と
な
る
。

Q
審
査
会
に
お
い
て
、
複
数
団

体
の
予
算
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
の
で
あ
れ
ば
、
予
め
予
算
計
上
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

A
今
回
の
予
算
計
上
に
つ
い
て

は
、
陳
情
書
の
採
択
を
受
け

て
の
予
算
計
上
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Q
実
際
の
民
都
財
団
の
要
綱
に

は
公
募
に
し
な
い
と
い
け
な

い
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
条
件
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
は
、
３
，
０
６
５
万
円

程
度
の
予
算
を
あ
げ
た
ら
よ
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　

７
月
臨
時
会
に
お
い
て
当
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
２
件

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
第
44
号
は

反
対
の
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。
議
案
45
号
は
、

修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
え
び
の
市
ぷ
ら
い

ど
21
助
成
金
２
，
０
０
０
万
円
を

３
，
０
６
４
万
８
千
円
に
増
額
修

正
す
る
も
の
で
す
。
質
疑
の
後
、

修
正
案
に
賛
成
、
原
案
に
反
対
の

討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
修

正
案
は
否
決
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
７
月
臨
時
会

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

報
告
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A
通
常
で
あ
れ
ば
予
算
が
あ
る

中
で
公
募
し
て
と
い
う
流
れ

に
な
る
が
、
今
回
は
、
陳
情
書
の
採
択

を
受
け
て
の
予
算
計
上
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。Q

民
都
財
団
か
ら
は
、
い
ろ
ん

な
事
情
を
聴
か
せ
て
い
た
だ

い
た
。
問
題
が
あ
っ
た
ら
民
都
財
団
で

調
査
す
る
と
も
言
っ
て
い
る
。

A
要
綱
の
改
正
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
民
都
財
団
に
確
認
し

て
、
特
に
民
都
財
団
か
ら
の
許
可
は
必

要
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
明
確
に
返
事

を
も
ら
っ
て
い
る
。

【
農
林
水
産
業
費
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費

肥
料
資
材
価
格
高
騰
対
策
事
業
補
助
金

４
，
９
６
５
万
円

Q
主
食
用
米
の
補
助
対
象
者
に

つ
い
て
、
市
内
在
住
で
、
１

ア
ー
ル
以
上
を
自
ら
栽
培
し
販
売
実
績

の
あ
る
農
家
は
、
ど
う
い
う
判
断
を

も
っ
て
、
販
売
実
績
と
す
る
の
か
。

A
市
内
で
言
え
ば
、
一
番
多
い

の
は
農
協
だ
と
思
う
。
そ
こ

に
出
さ
れ
た
証
明
書
を
持
っ
て
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
出
荷
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
判
断
す
る
。

Q
前
回
こ
の
事
業
で
、
手
続
き

が
面
倒
で
あ
っ
た
た
め
、
こ

の
手
続
き
を
簡
素
化
し
な
い
と
い
け
な

い
と
国
も
言
っ
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
、

多
く
の
方
に
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
残
り
半
年
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
、

業
者
と
よ
く
打
ち
合
わ
せ
し

て
取
り
組
み
た
い
。

【
商
工
費
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
促
進
事
業
補
助
金

３
，
２
５
９
万
円

Q
市
内
の
ｐ
ａ
ｙ
ｐ
ａ
ｙ
加
入
店

は
、
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

A
１
３
８
店
舗
で
あ
る
。

Q
今
回
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
つ
い
て
、
還
元
率
25
％

に
し
た
理
由
は
。

A
ほ
か
の
事
業
と
の
均
衡
性
が

保
て
な
い
の
で
は
な
い
の
か

と
い
う
こ
と
で
、
予
算
等
も
勘
案
し
た

結
果
25
％
で
設
定
し
た
。

Q
来
年
の
１
月
よ
り
実
施
予
定

と
い
う
こ
と
だ
が
、
市
民
へ

の
案
内
ま
た
高
齢
者
に
つ
い
て
の
対
応

は
。A

早
い
段
階
で
の
契
約
と
市
民

へ
の
周
知
が
可
能
か
と
思
う

の
で
、
い
ち
早
い
市
民
へ
の
周
知
と
特

に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ア
プ
リ
の
購

入
な
ど
も
会
社
と
連
携
し
な
が
ら
、
進

め
て
い
き
た
い
。

原
油
・
原
材
料
高
対
策
利
子
補
給
補
助
金

２
１
７
万
８
千
円

Q
こ
の
融
資
の
窓
口
は
ど
こ
か
。

A
県
内
の
金
融
機
関
に
な
る
が
、

市
内
で
は
宮
崎
銀
行
飯
野
支

店
、
鹿
児
島
銀
行
え
び
の
支
店
、
高
鍋

信
用
金
庫
え
び
の
支
店
の
３
金
融
機
関

が
該
当
す
る
。

Q
周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
る
の
か
。

A
金
融
機
関
に
、
こ
の
事
業
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
第
一

と
考
え
て
お
り
、
各
金
融
機
関
の
融
資

担
当
に
説
明
会
等
を
行
っ
て
、
事
業
の

周
知
を
は
か
る
と
と
も
に
、
広
報
等
を

利
用
し
た
周
知
に
つ
い
て
も
努
め
る
。

【
修
正
案
提
案
理
由
】

　

要
綱
の
変
更
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
５

０
０
万
円
を
上
限
と
し
て
い
た
助
成
限

度
額
を
２
，
０
０
０
万
円
と
し
た
。
今

回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
市
民
協

働
推
進
費
２
，
０
０
０
万
円
は
、
一
つ

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
け
に
対
す
る
予
算
で

あ
り
、
民
都
財
団
の
実
施
要
領
第
13
条

に
違
反
す
る
。
加
え
て
、
助
成
金
の
上

限
の
２
，
０
０
０
万
円
へ
の
変
更
は
、

白
鳥
の
法
人
の
要
請
に
沿
う
額
へ
の
変

更
で
あ
り
、
同
条
に
定
め
ら
れ
た
「
速

や
か
に
機
構
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
届
出
の
義
務

違
反
に
も
該
当
す
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
以
外
の
団
体
の
採
択
を
推
す
た
め

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
予
算
の
確
保
が
必

須
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
え
び
の
市

ぷ
ら
い
ど
21
基
金
の
残
高
の
う
ち
、
民

都
財
団
か
ら
の
拠
出
金
で
あ
る
３
，
０

６
４
万
８
，
６
２
５
円
の
全
額
を
補
正

予
算
に
計
上
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

よ
っ
て
修
正
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
　

予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

中
山　

義
彦
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９月定例会　議案総括
令和４年

請願第１号　小規模水道施設整備への補助金交付に関する請願書
　産業厚生常任委員会での審査の結果，請願は不採択すべきものとされ，本会議では，賛成、
反対ともに討論があり，採決の結果，賛成少数により不採択となりました。詳しくは８ペー
ジをご覧ください。

議案第５１号　令和４年度えびの市一般会計予算の補正（第５号）
　　　　　　　について
　議案の概要は以下のとおりです。
　歳入歳出予算の補正として，歳入歳出それぞれ５億５，２４７万円を追加し，歳入歳出予
算の総額を歳入歳出それぞれ１４９億６，９６０万６千円とする。翌年度への繰越明許費と
して，商工費のうち「えびの京町温泉マラソン大会実行委員会補助金」７５０万円を計上し
ます。
　予算審査特別委員会にて審査され反対討論があり，賛成多数により可決すべきものと決ま
りました。本会議でも同様に反対討論があり，賛成多数により可決されました。詳しくは９
ページをご覧ください。

　令和４年９月定例会が９月１日から 21日までの 21日間開催され，請願１件，報
告 2件，諮問１件，議案 12件，認定７件，議員提出議案１件，委員会提出意見書
案 2件を審議しました。主な議案等を報告します。

認定第７号　令和３年度えびの市病院事業会計決算の認定について
　議案の概要は以下のとおりです。
　令和３年度の病院事業収益は，９億２，０９８万９，２１３円で前年度対比８．０％増となり
ました。内訳は，医業収益が５億５，４５３万６，８８３円（前年度対比３．６％増），医業外収益
が３億６，６４５万２，３３０円（１８．７％増）です。病院事業費用は，８億３，５５９万８７０
円（１．４％減）となりました。内訳は，医業費用が８億３，３５３万８，１２７円（０．５％減），
医業外費用が２０５万２，７４３円（４１．１％増）です。
　総務教育常任委員会にて，令和３年度の病院事業収支が７，１７６万７，２５６円の黒字と
の報告がありました。審査の結果，賛成討論があり，全会一致で認定すべきものと決まりま
した。本会議でも同様に賛成討論があり採択の結果，全会一致で認定されました。詳しくは，
７ページをご覧ください。

議員提出議案第１号　えびの市議会ハラスメント根絶条例の制定
　　　　　　　　　　について
　本会議では質疑後に賛成４人，反対１人の討論があり，採決の結果，賛成多数により可決
されました。詳しくは，２０ページをご覧ください。
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認定第１号　令和３年度えびの市一般会計歳入歳出決算の認定に
　　　　　　ついて
　議案の概要は以下のとおりです。
　令和３年度の歳入総額は１５８億５，９８５万６千円，歳出総額は１４９億７，９１７万
３千円，歳入歳出差引額８億８，０６８万３千円である。基金繰入額はなく，実質収支額は
６億９，６２１万７千円である。

　決算審査特別委員会にて審査され反対討論があり，賛成多数により認定すべきものと決ま
りました。本会議でも同様に反対討論があり，採決の結果，賛成多数により認定されました。
詳細は１１〜１３ページをご覧ください。

歳入
単位：円

地方譲与税

歳出
単位：円

129,446,023

Ebino City Assembly Report　6



議
案
第
48
号　

え
び
の
市
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事
の
両

立
支
援
の
た
め
、
育
児
休
業
制
度
の
改

正
に
よ
り
育
児
休
業
回
数
制
限
の
緩
和

等
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
正
規
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職
員
と
も

に
）Q

育
児
休
業
取
得
の
現
状
は
。

A
令
和
３
年
度
は
５
名
取
得
。

今
年
度
は
現
在
５
名
取
得
し

て
い
る
。
な
お
、
会
計
年
度
任
用
職
員

は
ま
だ
取
得
し
た
実
績
は
な
い
。

議
案
第
57
号　

令
和
４
年
度
え
び
の
市

病
院
事
業
会
計
予
算
の
補
正
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

Q
病
院
経
営
改
善
に
係
る
医
事

専
門
の
会
計
年
度
任
用
職
員

は
ど
の
よ
う
な
方
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。A

病
院
の
医
療
に
対
す
る
収
益

は
施
設
基
準
や
診
療
報
酬
が

主
な
内
容
に
な
る
た
め
、
そ
れ
に
精
通

さ
れ
て
い
る
病
院
の
医
事
業
務
に
関
す

る
専
門
的
知
識
を
お
持
ち
で
経
験
豊
富

な
方
を
予
定
し
て
い
る
。

（
現
在
、
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
医

事
専
門
の
方
）

Q
ボ
イ
ラ
ー
設
備
更
新
に
つ
い

て
。 

A
病
院
の
ボ
イ
ラ
ー
は
２
台
あ

り
、
そ
の
う
ち
１
台
を
更
新

す
る
。
１
台
故
障
す
る
と
大
変
な
影
響

が
あ
る
た
め
、
平
日
稼
働
と
土
日
稼
働

と
で
器
械
を
分
け
て
運
営
し
て
い
る
。

認
定
第
６
号　

令
和
３
年
度
え
び
の
市

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

Q
え
び
の
市
の
※
１

　

有
収
率（
80
・

９
％
）は
県
の
平
均
（
86
％
）

と
比
べ
て
低
い
状
況
に
あ
る
。
令
和
３

年
度
の
有
収
率
は
令
和
２
年
度
決
算
時

よ
り
若
干
向
上
し
た
と
は
い
え
低
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
今
後
の
対
策
は
。 

A
え
び
の
市
の
水
道
施
設
は
、

第
三
次
拡
張
時
、
昭
和
54
年

頃
に
、
市
内
一
斉
に
水
道
管
等
の
施
設

が
整
備
さ
れ
た
。
市
内
全
域
同
じ
時
期

に
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は

夜
間
使
用
量
の
多
い
地
区
を
選
定
し
て

漏
水
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。 

漏
水

が
有
収
率
を
下
げ
る
原
因
に
な
る
た
め
、

令
和
４
年
度
は
漏
水
調
査
委
託
業
務
と

し
て
、
夜
間
使
用
量
が
多
い
飯
野
地
区

と
真
幸
地
区
の
２
ヶ
所
を
重
点
的
に
漏

水
調
査
等
を
実
施
し
て
い
る
。

※
１　

有
収
率
・
・
・
配
水
さ
れ
た
水

量
の
う
ち
、
料
金
と
し
て
収
入
の
あ

っ
た
水
量
の
比
率 

認
定
第
７
号　

令
和
３
年
度
え
び
の
市

病
院
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

Q
経
常
収
支
比
率
が
令
和
３
年

度
１
０
８
・
５
％
で
黒
字
化

し
て
い
る
が
、
修
正
医
業
収
支
比
率
・

病
床
利
用
率
は
平
成
29
年
度
か
ら
数
値

的
に
は
下
降
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
原
因

は
。 A

修
正
医
業
収
支
比
率
は
一
般

会
計
か
ら
の
補
助
金
を
抜
い

た
額
に
対
し
て
の
医
業
費
用
の
率
と

な
っ
て
い
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
補
助

金
、
繰
入
金
は
そ
れ
程
変
わ
っ
て
い
な

い
が
、
医
業
収
益
が
減
っ
て
い
る
た
め

ポ
イ
ン
ト
も
下
が
っ
て
い
る
傾
向
で
あ

る
。
病
床
利
用
率
に
つ
い
て
も
、
入
院

患
者
数
の
減
少
が
要
因
で
あ
る
。

Q
修
正
医
業
収
支
比
率
が
平
成

29
年
度
は
68
・
9
％
あ
っ
た

の
が
令
和
３
年
度
は
59
・
8
％
と
減
少

し
て
い
る
。
し
か
し
、
収
益
的
収
支
の

医
業
収
益
・
医
業
外
収
益
は
対
前
年
度

比
増
益
で
あ
る
。
こ
の
主
因
は
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
に
対
す
る
手
厚
い
補
助
金
で

経
常
収
支
が
黒
字
化
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
今
後
の
病
院
経
営
に
つ
い

て
は
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
６

件
・
認
定
２
件
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
ま
り
ま
し
た
。

（
認
定
第
７
号
・
賛
成
討
論
あ
り
）

　

以
下
、
主
な
議
案
の
審
査
内
容

を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

令
和
４
年
９
月
定
例
会

総
務
教
育

常
任
委
員
会

報
告
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A
医
業
収
益
は
年
々
減
少
し
て

い
る
。
そ
の
対
策
は
患
者
数

を
増
や
す
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
患

者
数
減
少
の
要
因
は
人
口
減
少
も
一
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
一
番
重
要
な

の
は
や
は
り
医
師
の
確
保
で
あ
る
。
特

に
医
師
は
専
門
性
が
大
き
く
左
右
す
る

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
内
科
専
門
医

師
が
不
在
の
た
め
、
大
変
患
者
数
が
少

な
い
。
病
院
と
し
て
は
先
ず
第
１
に
、

内
科
の
医
師
、
出
来
れ
ば
循
環
器
や
呼

吸
器
科
の
医
師
を
確
保
し
て
患
者
数
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。
診
療
報
酬
や
施

設
基
準
で
大
き
く
病
院
の
収
入
が
変
わ

る
の
で
、
病
院
内
に
立
ち
上
げ
て
い
る

病
院
経
営
向
上
委
員
会
の
中
で
、
収
入

確
保
の
た
め
の
経
営
改
善
に
関
す
る
施

策
を
図
る 

。

　
　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

遠
目
塚　

文
美

議
案
第
52
号　

令
和
４
年
度
え
び
の
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
の
補
正

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

Q
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
補
正
第
２
号
）
特
定
健
康

診
査
等
事
業
費
15
万
８
千
円
で
伺
う
が
、

受
診
勧
奨
等
に
伴
う
職
員
手
当
等
の
増

額
理
由
は
何
か
。

A
特
定
健
診
受
診
の
勧
奨
は
昨

年
度
２
回
で
あ
っ
た
が
、
本

年
度
は
３
回
行
う
こ
と
に
伴
う
補
正
の

計
上
で
あ
る
。

Q
受
診
勧
奨
対
象
者
は
何
名
い

る
の
か
。

A
市
国
民
健
康
被
保
険
者
は
約

５
千
人
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
特
定
健
診
に
係
る
市
民
は
約
４
千

人
に
な
る
。

Q
特
定
健
診
の
指
導
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

A
こ
れ
ま
で
に
特
定
健
診
を
受

け
て
い
な
い
方
に
は
特
定
健

診
の
案
内
を
出
し
、
特
定
健
診
を
受
診

し
て
い
る
方
に
は
、
健
診
結
果
を
基
に

ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
等
の
通
知
を
し
て

い
る
。

認
定
第
４
号　

令
和
３
年
度
え
び
の
市

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

Q
全
国
的
に
自
宅
介
護
の
介
護

度
は
上
が
っ
て
い
る
傾
向
に

あ
る
。
え
び
の
市
で
は
前
年
度
よ
り
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
は
減
っ

て
い
る
が
、
介
護
度
の
割
合
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A
令
和
３
年
度
３
月
31
日
時
点

で
の
第
１
号
被
保
険
者
で
要

介
護
１
が
３
５
０
人
、
要
介
護
２
が
２

９
５
人
、
要
介
護
３
が
２
２
１
人
、
要

介
護
４
が
２
３
２
人
、
要
介
護
５
が
１

８
７
人
、
合
計
で
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
が
１
，
２
８
５
人
と
な
っ
て

い
る
。
施
設
と
居
宅
で
の
割
合
に
つ
い

て
は
、
把
握
で
き
て
は
い
な
い
が
、
居

宅
で
の
介
護
度
の
高
い
方
が
、
若
干
増

え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

Q
施
設
に
預
け
ら
れ
ず
自
宅
介

護
が
増
え
、
介
護
者
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
な
ど
若
い
世
代
で
介
護
を
す
る
人

も
増
え
て
お
り
、
寄
り
添
っ
た
支
援
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

A
高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
し
て

い
る
方
の
精
神
的
、
身
体
的

な
負
担
軽
減
の
た
め
の
「
和
み
の
会
」

を
開
催
し
て
い
る
。
昨
年
は
年
４
回
開

催
し
45
人
の
参
加
が
あ
り
日
頃
の
精
神

的
な
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
４

件
、
認
定
４
件
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
、
討

論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
は
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
及
び
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

ま
り
ま
し
た
。
以
下
、
主
な
議
案

の
審
査
内
容
を
抜
粋
し
て
報
告
し

ま
す
。

令
和
４
年
９
月
定
例
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

報
告
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請
願
第
１
号　

小
規
模
水
道
施
設
整
備

へ
の
補
助
金
交
付
に
関
す
る
請
願
書
に

つ
い
て

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
お
い
て
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
本
請
願
に
つ
い

て
は
、
他
自
治
体
で
定
め
て
い
る
補
助

金
交
付
要
綱
を
定
め
て
ほ
し
い
と
い
う

主
旨
で
こ
れ
ま
で
に
計
13
回
委
員
会
を

開
催
し
、
12
小
規
模
水
道
組
合
の
現
地

調
査
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
審

査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

本
来
請
願
は
住
民
の
願
意
が
請
願
と

し
て
提
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今

回
の
請
願
書
は
紹
介
議
員
主
導
で
住
民

を
誘
導
す
る
形
で
請
願
が
提
出
さ
れ
て

お
り
、
署
名
さ
れ
た
組
合
長
の
方
々
は

請
願
の
趣
旨
や
内
容
を
理
解
さ
れ
て
お

ら
ず
、
紹
介
議
員
か
ら
の
補
助
金
あ
り

き
の
説
明
だ
け
で
署
名
を
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
他
の
自
治
体
が
定
め
て
い
る
小

規
模
水
道
施
設
整
備
事
業
補
助
金
交
付

要
綱
は
、
未
給
水
地
域
で
飲
料
水
用
の

水
道
施
設
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、

署
名
さ
れ
た
水
道
組
合
の
中
に
は
事
業

用
水
施
設
や
、
給
水
地
域
も
含
ま
れ
て

い
た
。
さ
ら
に
、
現
在
飲
料
水
で
困
っ

て
い
る
水
道
組
合
は
な
か
っ
た
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
人
口

減
少
や
組
合
員
の
高
齢
化
、
施
設
の
老

朽
化
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
改
修
が
必

要
と
な
っ
た
時
に
は
何
ら
か
の
救
済
が

必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
者
な
し
で
、

不
採
択
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

吉
留　

優
二

議
案
第
51
号　

令
和
４
年
度
え
び
の
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正
（
第
５
号
）
に

つ
い
て

【
衛
生
費
】　
　

妊
婦
健
康
診
査
等
事
業
費

２
５
０
万
円

Q
不
妊
検
査
費
助
成
金
は
新
規

事
業
か
、
そ
れ
と
も
継
続
事

業
か
。A

新
規
事
業
で
あ
る
。

Q
不
妊
検
査
費
用
は
、
い
く
ら

か
。

A
検
査
費
は
、
平
均
で
出
て
い

る
金
額
し
か
分
か
ら
な
い
が
、

現
在
の
自
己
負
担
額
が
概
ね
２
万
７
千

円
程
度
で
あ
る
。

Q
不
妊
治
療
費
助
成
金
の
積
算

で
一
般
不
妊
治
療
の
見
込
件

数
が
10
件
、
特
定
不
妊
治
療
の
見
込
数

が
６
件
と
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
想
定
し
た
の
か
。

A
一
般
不
妊
治
療
費
の
10
件
は
、

え
び
の
市
の
年
間
婚
姻
件
数

52
件
に
、
不
妊
治
療
や
不
妊
検
査
で
治

療
を
受
け
た
事
が
あ
る
夫
婦
が
国
の
調

査
で
は
18
・
２
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
年

間
10
件
と
積
算
し
た
。
ま
た
、
特
定
不

妊
治
療
に
つ
い
て
は
、
年
間
あ
た
り
６

件
と
い
う
こ
と
で
積
算
を
し
て
い
る
。

【
農
林
水
産
業
費
】

稲
作
経
営
基
盤
強
化
対
策
事
業
補
助
金

１
，
１
０
７
万
２
千
円

Q
こ
の
対
象
者
は
個
人
な
の
か
、

法
人
な
の
か
。

A
法
人
の
農
家
が
３
件
、
個
人

が
１
件
で
あ
る
。

Q
法
人
を
含
め
た
４
件
は
、
全

て
県
の
補
助
を
認
定
で
き
る

と
い
う
予
定
で
の
予
算
計
上
な
の
か
。

A
県
に
申
請
を
上
げ
て
い
る
が
、

県
も
予
算
が
あ
り
、
ポ
イ
ン

ト
制
に
よ
っ
て
上
位
か
ら
優
先
採
択
を

す
る
。Q

農
業
の
規
模
に
よ
っ
て
ポ
イ

ン
ト
が
決
ま
る
も
の
な
の
か
。

A
項
目
の
中
に
は
、
機
械
を
導

入
し
、
面
積
の
拡
大
を
す
る

等
、
ポ
イ
ン
ト
制
に
な
っ
て
現
れ
て
く

る
。

【
商
工
費
】

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

補
助
金

２
，
４
９
７
万
１
千
円

Q
今
回
の
20
％
付
与
の
理
由
は

な
に
か
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
当
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
1
件

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
、
反
対
討
論
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

以
下
、
議
案
の
審
査
内
容
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

令
和
４
年
９
月
定
例
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

報
告

9　Vol.134  2022/10/20



A
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
促
進

事
業
が
令
和
５
年
１
月
実
施

で
、
消
費
喚
起
事
業
が
重
複
す
る
兼
ね

合
い
も
あ
り
、
今
回
は
20
％
と
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
費　

７
５
０
万
円

Q
来
年
５
月
に
開
催
予
定
の
京

町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
予

算
を
こ
の
９
月
の
定
例
会
の
補
正
で
上

げ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
で
来
年
の

５
月
の
開
催
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
可
能
性

も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
あ
た
り
は
考

慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。
来
年
の
５
月
開

催
予
定
で
あ
れ
ば
、
12
月
の
定
例
会
で

も
十
分
、
間
に
合
う
よ
う
に
思
う
が
。

A
来
年
５
月
頃
の
状
況
は
不
透

明
で
あ
る
が
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
計
画
は
、
相
当
な
準
備
が
必
要
に

な
る
。
コ
ロ
ナ
対
策
も
含
め
た
準
備
等

を
、
専
門
委
員
会
で
検
討
、
協
議
し
て

い
く
の
で
、
半
年
く
ら
い
の
準
備
期
間

が
な
い
と
十
分
な
準
備
が
で
き
な
い
。

Q
こ
の
大
会
を
実
行
す
る
意
義

は
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

A
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
誘

客
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
観
光
客
も
一

部
回
復
の
兆
し
は
あ
る
が
、
ま
だ
十
分

で
な
い
。
市
外
か
ら
の
約
２
，
０
０
０

名
が
参
加
す
る
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
え
び
の
市
の
素
晴
ら

し
さ
を
理
解
す
る
機
会
に
し
て
頂
き
た

い
。
ま
た
、
京
町
温
泉
の
宿
泊
等
に
も

寄
与
し
て
い
る
。

【
教
育
費
】

学
校
給
食
費
緊
急
支
援
事
業
補
助
金

２
８
５
万
４
千
円

Q
学
校
給
食
に
対
す
る
補
助
と

し
て
、
期
間
は
令
和
４
年
の

４
月
か
ら
来
年
の
３
月
ま
で
、
予
算
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
つ
け
よ
う
と
い
う
計
画

で
あ
る
が
、
そ
の
要
因
は
な
に
か
。

A
交
付
金
の
対
象
期
間
が
４
月

に
遡
及
し
て
要
求
が
可
能
だ

と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
期
間
に
し
、

給
食
会
計
に
お
い
て
は
、
年
間
で
収
支

を
行
っ
て
お
り
、
１
年
を
通
じ
て
赤
字

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
対
象
に
し
た
。
積
算
方
法
と
し
て

は
、
今
後
の
物
価
高
騰
の
率
を
推
測
す

る
の
が
大
変
難
し
く
、
物
価
高
騰
が

10
％
以
上
に
な
る
場
合
も
考
え
、
年
平

均
給
食
費
を
５
％
値
上
げ
し
て
そ
の
分

を
賄
う
と
い
う
形
で
補
助
額
を
算
定
し

た
。

【
反
対
討
論
】

　

京
町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
の
予
算
の
た
め
に
、

補
正
で
７
５
０
万
円
の
金
額
を
計
上
し

て
い
る
。
準
備
に
半
年
間
必
要
と
の
こ

と
だ
が
、
来
年
の
５
月
開
催
予
定
で
あ

れ
ば
12
月
の
定
例
会
で
も
十
分
と
思
わ

れ
、
来
年
度
に
か
か
る
事
業
の
予
算
を

繰
越
明
許
費
と
し
て
７
５
０
万
円
を
計

上
す
る
の
は
早
い
。
ま
た
、
学
校
給
食

費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
１
年
間
の
予

算
を
残
り
半
年
の
中
に
組
む
の
で
は
な

く
、
執
行
す
べ
き
予
算
を
請
求
し
、
物

価
上
昇
が
あ
れ
ば
臨
時
会
へ
で
も
上
程

し
て
、
予
算
執
行
す
る
よ
う
に
普
通
は

お
こ
な
う
が
、
大
き
く
予
算
を
取
っ
て
、

余
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
形
で
議
会

に
か
け
る
の
は
承
認
で
き
な
い
。

　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

中
山　

義
彦

認
定
第
１
号　

令
和
３
年
度
え
び
の
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

【
教
育
費
】

30
人
学
級
事
業
費　
　
　
　
　

４
，
３
４
６
万
８
，
８
９
５
円

Q
こ
の
30
人
学
級
の
事
業
は
い

つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
。

A
平
成
26
年
か
ら
で
あ
る
。

Q
こ
の
事
業
は
ど
の
よ
う
な
成

果
が
あ
っ
た
の
か
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
当
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
認
定
１
件

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
反
対
討
論
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

以
下
、
認
定
の
審
査
内
容
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

令
和
４
年
９
月
定
例
会

決
算
審
査

特
別
委
員
会

報
告
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A
一
番
の
目
的
は
児
童
生
徒
一

人
一
人
に
配
慮
が
で
き
る
こ

と
に
重
き
を
置
き
、
学
力
向
上
や
生
徒

指
導
に
も
効
果
が
あ
る
。
ま
た
、
教
職

員
の
働
き
方
改
革
か
ら
も
有
効
な
も
の

と
考
え
て
い
る
。

飯
野
高
等
学
校
支
援
事
業
費

１
，
８
１
５
万
４
，
１
４
５
円

Q
飯
野
高
校
を
支
援
し
て
い
く

目
的
は
存
続
だ
が
、
県
と
存

続
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
協
議
し
て
い

る
の
か
。

A
当
初
の
少
数
学
級
校
は
統
廃

合
を
見
据
え
て
検
討
し
て
い

く
と
の
県
の
考
え
か
ら
、
現
在
は
小
規

模
校
に
で
も
、
地
域
と
つ
な
が
っ
て
非

常
に
重
要
性
の
あ
る
高
校
に
つ
い
て
は
、

統
廃
合
の
方
針
を
な
く
し
て
小
規
模
校

の
効
果
魅
力
の
推
進
に
努
力
を
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

小
学
校
教
育
振
興
費
（
経
常
）

２
，
９
７
４
万
４
，
３
５
０
円

Q
教
育
振
興
を
図
る
当
初
の
目

的
は
達
成
し
て
い
る
の
か
。

A
学
力
に
つ
い
て
も
目
標
値
を

達
成
で
き
る
よ
う
な
水
準
に

な
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
導
入

し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
使
用
し
た
学
習

も
行
な
っ
て
い
る
。
学
力
調
査
結
果
に

よ
り
、
児
童
の
学
習
の
定
着
状
況
も
良

好
に
図
ら
れ
て
お
り
結
果
も
出
て
い
る
。

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

事
業
費　
　
　
　
　

１
，
３
７
９
万
８
，
０
４
３
円

Q
こ
の
事
業
を
取
得
す
る
た
め

の
因
果
関
係
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。

A
防
衛
施
設
が
あ
る
周
辺
地
域

を
管
轄
す
る
市
町
村
が
、
そ

の
区
域
内
に
お
い
て
行
う
公
共
用
の
施

設
や
、
他
の
生
活
環
境
の
改
善
等
の
事

業
費
用
に
あ
て
る
た
め
の
交
付
金
で
あ

る
が
、
そ
の
対
象
施
設
と
し
て
、
教
育

文
化
施
設
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
真

幸
中
学
校
プ
ー
ル
の
改
修
工
事
を
行
っ

た
。

永
山
運
動
公
園
整
備
事
業
費（
事
故
繰
越
）

４
，
６
５
３
万
円

Q
防
衛
省
に
申
請
す
る
時
の
公

園
と
の
因
果
関
係
は
。

A
市
民
の
生
活
の
安
定
及
び
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
永

山
運
動
公
園
の
整
備
事
業
と
し
て
、
防

衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に

関
す
る
補
助
金
を
活
用
し
た
。

【
商
工
費
】

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
事
業
費

22
万
８
，
４
３
８
円

Q
ブ
ラ
ン
ド
認
証
に
、
な
ぜ
米

や
牛
肉
を
入
れ
な
い
の
か
。

A
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
事
業
は

観
光
商
工
課
で
制
度
化
し
た

も
の
で
、
商
工
業
の
振
興
と
い
う
視
点

か
ら
、
加
工
品
、
民
芸
品
、
工
芸
品
と

い
う
も
の
を
品
目
と
し
た
。

Q
若
手
育
成
と
ブ
ラ
ン
ド
品
を

数
多
く
定
着
さ
せ
る
よ
う
な
、

対
策
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
こ
の
制
度
を
き
っ
か
け
に
新

た
な
商
品
開
発
を
す
る
意
欲

的
な
事
業
者
が
た
く
さ
ん
い
る
。
今
後

も
こ
の
事
業
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

で
、
え
び
の
の
様
々
な
物
産
品
を
市
外

に
Ｐ
Ｒ
出
来
る
よ
う
に
努
め
る
。

誘
客
事
業
費

１
，
８
３
２
万
９
，
８
９
４
円

Q
広
告
料
の
支
払
先
と
広
告
の

内
容
は
。

A
テ
レ
ビ
放
送
は
、
株
式
会
社

Ｍ
Ｒ
Ｔ
ア
ド
。
ラ
ジ
オ
放
送

は
株
式
会
社
宮
崎
放
送
。
新
聞
広
告
は

宮
日
で
、
支
払
先
は
株
式
会
社
都
城
宮

日
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

Q
観
光
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
保
守
委
託

料
は
前
年
度
よ
り
70
万
円
位

増
額
だ
が
、
市
内
の
８
ヶ
所
へ
の
設
置

か
。A

え
び
の
高
原
の
キ
ャ
ン
プ
村

に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増

設
し
、
足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
に
新
設

し
た
こ
と
で
増
額
に
な
っ
た
。
施
設
は

計
８
施
設
で
あ
る
。

ア
ウ
ト
ド
ア
シ
テ
ィ
推
進
事
業
費　
　

　
　
　

１
，
５
９
１
万
６
，
５
６
０
円

Q
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
の
来
場
者
数
は
４
，
４

２
８
人
だ
が
、
カ
フ
ェ
の
利
用
客
が
多

い
の
か
、
そ
れ
と
も
ア
ウ
ト
ド
ア
に
関

す
る
利
用
者
か
。

A
来
館
者
数
４
，
４
２
８
人
と

い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方

が
カ
フ
ェ
の
利
用
者
の
人
数
に
な
っ
て

い
る
。Q

６
５
２
名
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
参
加
さ
れ
る
方
は
、
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安
全
面
で
の
確
認
も
大
事
な
こ
と
が
あ

る
の
で
、
一
回
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

に
集
合
し
て
頂
く
こ
と
を
申
し
伝
え
て

も
ら
い
た
い
。

A
そ
の
よ
う
に
進
め
る
。

【
総
務
費
】

広
報
み
や
ざ
き
配
布
事
業　
　
　

23
万
８
，
６
６
７
円

Q
自
治
会
に
入
っ
て
い
な
い
方

に
対
す
る
広
報
誌
の
配
布
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

A
自
治
会
未
加
入
の
方
に
つ
い

て
は
、
両
出
張
所
、
文
化
セ

ン
タ
ー
等
に
広
報
み
や
ざ
き
を
置
い
て

い
る
。Q

市
民
の
20
％
の
自
治
会
に

入
っ
て
な
い
方
に
対
す
る
対

応
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
配

布
と
掲
示
若
し
く
は
設
置
す
る
の
で
は

全
く
意
味
が
違
う
が
、
県
の
配
布
事
業

実
施
に
関
す
る
記
載
を
取
り
寄
せ
て
頂

き
た
い
。

A
え
び
の
市
が
県
に
部
数
を
上

げ
て
、
そ
の
部
数
に
応
じ
て

自
治
会
長
宅
に
届
け
て
、
自
治
会
連
合

会
組
織
を
活
用
し
て
自
治
会
加
入
世
帯

に
届
け
て
い
る
。
な
お
、
県
か
ら
は
実

施
要
項
は
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

広
報
事
業
費

８
７
９
万
１
，
５
９
４
円

Q
広
報
誌
は
自
治
会
を
活
用
し

て
、
行
き
渡
ら
な
い
世
帯
に

は
、
公
的
な
所
に
設
置
し
て
い
る
が
、

非
常
に
差
別
的
な
取
り
扱
い
に
な
っ
て
、

今
の
や
り
方
で
は
不
十
分
だ
と
思
う
。

A
自
治
会
加
入
率
が
低
下
す
る

こ
と
で
、
配
布
に
関
し
て
も

課
題
、
懸
念
が
年
々
強
く
な
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
る
が
、
ス
ー

パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
等
に
設
置
箇
所
の
相

談
を
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

女
性
相
談
事
業
費

１
９
２
万
９
１
６
円

Q
相
談
が
何
回
く
ら
い
あ
っ
た

か
。

A
相
談
は
67
件
あ
り
、
電
話
が

51
件
、
面
接
が
16
件
で
あ
る
。

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業
費

83
万
３
，
９
０
１
円

Q
新
た
に
湧
水
町
が
加
入
さ
れ

た
理
由
は
な
に
か
。

A
４
年
前
の
審
査
会
に
お
い

て
Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
、
肥
薩
線
、

吉
都
線
に
囲
ま
れ
た
エ
リ
ア
で
設
定
を

し
て
い
た
の
を
、
審
査
会
で
行
政
区
域

で
設
定
す
べ
き
と
い
う
指
摘
を
受
け
て
、

新
た
に
加
入
さ
れ
た
。

選
挙
公
営
費
負
担
金

７
９
７
万
９
，
０
２
５
円

Q
選
挙
の
公
営
費
と
し
て
、
認

め
ら
れ
て
い
る
項
目
は
。

A
費
目
は
、
選
挙
運
動
用
の
自

動
車
の
借
り
上
げ
代
、
運
転

手
の
報
酬
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
燃

料
代
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
及
び
ポ
ス

タ
ー
が
選
挙
公
営
費
負
担
金
の
対
象
と

な
る
。

【
公
債
費
】　

公
債
費

７
億
９
，
８
２
１
万
６
，
９
９
８
円

Q
令
和
３
年
度
を
通
じ
て
、
担

当
課
と
し
て
公
債
費
を
使
っ

た
メ
リ
ッ
ト
は
あ
っ
た
と
い
う
判
断
か
。

A
起
債
に
は
国
の
割
り
当
て
が

あ
る
た
め
、
過
疎
対
策
事
業

債
は
、
本
市
が
要
望
し
て
い
た
起
債
全

般
が
要
望
額
ど
お
り
に
は
な
ら
な
か
っ

た
が
、
事
業
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね

計
画
通
り
で
き
た
と
判
断
し
て
い
る
。

【
衛
生
費
】

乳
幼
児
健
康
診
査
事
業
費　
　

３
１
６
万
５
，
５
６
１
円

Q
３
歳
児
視
覚
検
査
業
務
は
ど

こ
に
委
託
し
て
い
る
の
か
。

A
視
覚
検
査
は
、
え
び
の
市
内

で
は
井
尻
眼
科
と
え
び
の
眼

科
に
委
託
を
し
て
い
る
。

Q
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク

リ
ー
ナ
ー
は
３
歳
児
の
み
で

は
な
く
、
異
年
齢
に
も
対
応
で
き
る
の

か
。A

子
ど
も
の
検
査
に
使
っ
て
い

る
が
、
一
応
、
大
人
ま
で
使

え
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
。

【
民
生
費
】　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
事
業
費

２
８
３
万
６
，
５
２
５
円

Q
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
。

A
え
び
の
市
子
ど
も
の
未
来

応
援
協
議
会
等
の
段
取
り
や
、

こ
ど
も
宅
食
の
方
に
つ
い
て
は
、
各
家
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庭
を
回
っ
て
聞
き
取
り
等
を
実
施
し
て

い
る
。

【
農
林
水
産
業
費
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費

２
７
５
万
３
，
３
３
６
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
た
畜
産
物
の
消
費
回
復
を
図
る
た
め
、

学
校
給
食
の
食
材
提
供
や
飯
野
高
校
生

等
を
対
象
と
し
た
応
援
消
費
活
動
を
行

い
、
地
産
地
消
を
通
じ
て
農
畜
産
物
へ

の
理
解
醸
成
を
図
る
も
の
で
す
。

Q
給
食
を
４
回
提
供
し
て
い
る

が
、
予
算
的
に
余
裕
が
あ
れ

ば
、
５
回
目
を
計
上
し
て
執
行
率
を
高

め
る
べ
き
だ
と
思
う
。

A
令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
４

回
の
計
画
で
行
っ
た
が
、
今

年
度
は
予
算
の
残
額
を
み
な
が
ら
、
５

回
目
が
可
能
で
あ
れ
ば
提
供
し
て
い
く
。

森
林
所
有
者
情
報
整
備
事
業
費

３
４
５
万
９
，
８
４
２
円

Q
森
林
伐
採
で
、
現
在
、
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
案
件
が

あ
る
か
。

A
未
解
決
が
８
件
あ
り
、
６
件

は
え
び
の
市
へ
被
害
届
等
の

相
談
を
さ
れ
、
２
件
は
現
在
、
協
議
中

で
あ
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
費

２
，
０
２
５
万
６
，
１
８
７
円

Q
カ
ワ
ウ
対
策
に
つ
い
て
、
猟

友
会
、
警
察
も
含
め
た
担
当

課
と
し
て
の
対
策
は
。

A
漁
協
で
ド
ロ
ー
ン
等
で
の
追

い
払
い
を
し
て
、
山
の
方
で

駆
除
を
す
る
と
い
う
連
携
を
取
っ
て
い

く
。

【
土
木
費
】

国
河
川
水
門
管
理
費

１
，
１
７
７
万
３
９
５
円

Q
水
流
地
区
の
排
水
に
関
す
る

課
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A
排
水
ポ
ン
プ
車
１
台
は
常
時

あ
る
。
も
う
１
台
に
つ
い
て

は
、
九
州
管
内
に
あ
る
15
台
程
の
排
水

ポ
ン
プ
車
に
つ
い
て
国
と
協
議
を
し
て
、

設
置
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
反
対
討
論
】

　

宮
崎
県
が
発
行
し
て
い
る
広
報
み
や

ざ
き
は
、
自
治
会
網
と
い
う
一
部
の
、

配
布
組
織
を
利
用
し
て
配
布
し
て
い
る

た
め
に
、
20
％
程
度
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
手
元
に
届
い
て
い
な
い
。
一
部
の
人

だ
け
が
県
民
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
未
完

成
で
あ
る
と
思
う
。

　

次
に
、
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証
事

業
で
、
ブ
ラ
ン
ド
認
証
シ
ー
ル
の
販
売

は
１
２
，
０
０
０
枚
で
１
枚
１
円
と
い

う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
説
明
書
の

間
違
い
に
対
す
る
、
訂
正
の
資
料
等
が

当
委
員
会
に
配
布
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

決
算
を
十
分
に
審
議
す
る
に
値
す
る
資

料
が
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、

こ
の
認
定
第
１
号
に
つ
い
て
、
反
対
を

表
明
す
る
。

　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

中
山
義
彦

このQRコードを読み取ると
各議員の一般質問の動画を
観ることが出来ます。

○○　○○
議員

一般質問にあるQRコードは何？
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質
問　

農
業
部
門
の
園
芸
、
稲
作
、

畜
産
等
に
お
い
て
は
、
肥
料
や
飼
料
、

敷
料
の
価
格
高
騰
で
非
常
に
厳
し
い
経

営
状
態
で
あ
る
。
こ
の
主
要
産
業
に
対

す
る
市
独
自
の
対
策
は
。

　

市
長　

今
の
予
算
執
行
を
見
て
、

国
・
県
の
予
算
を
使
い
な
が
ら
、
市
独

自
の
施
策
も
こ
れ
ま
で
通
り
行
う
。

　

質
問　

財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
。

新
し
い
財
源
確
保
だ
け
で
な
く
て
、
無

駄
を
省
く
こ
と
が
重
要
。
従
っ
て
、
今
、

行
っ
て
い
る
事
業
の
中
身
の
見
直
し
が

急
務
で
は
な
い
の
か
。

　

市
長　

行
政
運
営
を
す
る
中
で
、
予

算
編
成
が
で
き
な
い
と
最
低
限
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
で
き
な
い
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
は
避
け
る
よ
う
に
将
来
を

見
通
し
て
進
め
て
お
り
、
市
民
が
困
る

際
に
は
、
国
・
県
の
補
助
金
等
も
活
用

し
な
が
ら
、
市
の
財
政
出
動
も
し
て
い

く
。
な
お
、
無
駄
を
省
く
施
策
に
関
し

て
は
、
必
要
な
事
業
費
を
執
行
し
て
お

り
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生

み
出
す
選
択
と
集
中
を
し
っ
か
り
進
め

て
い
く
。

　

質
問　

工
事
発
注
で
不
落
が
発
生
し

て
い
る
が
改
善
策
は
。

　

農
林
整
備
課
長　

災
害
発
生
件
数
の

多
さ
も
不
落
の
一
因
と
考
え
て
い
る
。

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
発
注
す
る
な

ど
、
計
画
的
な
取
り
組
み
を
行
う
。

　

質
問　

私
が
懸
念
す
る
問
題
点
は
、

○
ス
ト
ロ
ボ
効
果
の
影
響
、
○
超
低
周

波
振
動
に
よ
る
健
康
被
害
、
○
土
砂
災

害
の
増
加
、
○
風
車
事
故
、
風
車
火
災

へ
の
対
応
の
４
つ
で
あ
り
、
特
に
ス
ト

ロ
ボ
効
果
の
影
響
が
広
範
囲
に
及
ぶ
こ

と
を
心
配
。
風
車
が
山
の
稜
線
よ
り
も

上
に
立
つ
と
、
太
陽
が
沈
む
前
に
、
太

陽
が
風
車
の
後
ろ
か
ら
照
ら
す
こ
と
に

な
る
。
風
車
が
回
転
す
る
こ
と
で
、
チ

ラ
チ
ラ
す
る
ス
ト
ロ
ボ
効
果
を
多
く
の

市
民
が
不
快
に
感
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
ス
ト
ロ
ボ
効
果
の
為
、
車
の
運

転
に
支
障
が
出
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
不
快
感
が
高
ま
っ
た
場
合
に
は
、

夕
方
の
一
定
時
間
、
例
え
ば
30
分
程
度
、

風
車
の
運
転
を
止
め
ら
れ
る
よ
う
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
風
車
の

影
の
届
く
範
囲
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ

る
シ
ャ
ド
ウ
フ
リ
ッ
カ
ー
の
被
害
を

万
一
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
家
屋
に

影
を
落
と
す
風
車
の
一
定
時
間
停
止
を

お
考
え
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
長　

ス
ト
ロ
ボ
効
果
や
シ
ャ
ド
ウ

フ
リ
ッ
カ
ー
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

評
価
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
事
業
者
に

は
、
風
車
の
悪
影
響
を
生
じ
な
い
位
置

を
考
え
て
ほ
し
い
が
、
ま
ず
は
ア
セ
ス

メ
ン
ト
評
価
の
中
身
を
精
査
し
た
い
。

風
力
発
電
で
懸
念
さ
れ
る
問
題
点

今
こ
そ
、
農
業
部
門
に
大
胆
な
政
策
を
！

阿部　哲己
議員

中山　義彦
議員

一 般 質 問

自然がいっぱいなえびの
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質
問　

足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
２
階

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
進
捗
状
況
は
。

　

観
光
商
工
課
長　

８
月
10
日
え
び
の

高
原
活
性
化
協
議
会
に
改
修
方
針
を
示

し
た
。
改
修
は
来
年
度
以
降
を
予
定
。

雨
天
時
等
で
も
親
子
で
過
ご
せ
る
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
、
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
を
計
画
。
財
源
確
保
や
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

質
問　

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
。

　

介
護
保
険
課
長　

フ
レ
イ
ル
予
防
は

重
要
な
視
点
。
民
間
と
の
連
携
で
も
効

果
を
発
揮
出
来
る
と
考
え
て
い
る
。
ヒ

ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
（
難
聴
）
も
情
報

収
集
を
は
か
り
な
が
ら
進
め
た
い
。

　

質
問　

高
校
入
学
時
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

購
入
に
伴
う
負
担
軽
減
に
つ
い
て
。

　

教
育
長　

今
年
度
入
学
の
１
年
生
か

ら
全
額
保
護
者
負
担
で
購
入
だ
が
、
難

し
い
場
合
は
学
校
で
貸
出
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
助
成
は
難
し
い
。

　

市
長　

国
へ
の
各
市
長
会
か
ら
の
要

望
の
中
で
、
県
で
意
見
が
ま
と
ま
れ
ば

提
案
し
た
い
。

　

質
問　

飯
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
の
意
見
交
換
で
、
め
が
ね
橋
周
辺

の
草
刈
等
、
行
政
支
援
は
受
け
ら
れ
な

い
か
要
望
が
出
さ
れ
た
が
。

　

市
長　

自
治
会
活
動
の
補
助
や
行
政

の
協
力
等
、
柔
軟
な
対
応
も
必
要
だ
。

　

質
問　

統
一
協
会
と
関
係
す
る
自
民

党
の
国
会
議
員
が
１
７
９
人
い
る
。
市

長
の
母
校
近
畿
大
学
に
関
係
す
る
先
輩

か
ら
接
点
や
誘
い
は
な
か
っ
た
か
。
統

一
協
会
そ
の
も
の
は
ご
存
知
だ
っ
た
か
。

　

市
長　

近
大
卒
の
政
治
家
は
把
握
し

て
い
な
い
。
昔
の
情
報
等
は
記
憶
に
あ

る
が
現
在
承
知
し
て
い
な
い
。

　

質
問　

え
び
の
市
に
お
い
て
統
一
協

会
の
被
害
や
相
談
は
な
か
っ
た
か
。

　

市
民
環
境
課
長　

霊
感
商
法
等
の
被

害
相
談
は
調
査
し
た
が
な
か
っ
た
。

　

質
問　

原
発
の
使
用
期
限
が
迫
り
再

稼
働
さ
せ
る
と
言
う
。
福
島
原
発
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
原
発
を
見
た
と
き
、
川
内

原
発
か
ら
60
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
、

え
び
の
市
の
市
長
と
し
て
の
考
え
を
聴

く
。

　

市
長　

原
発
再
稼
働
は
国
の
責
任
で

安
全
性
を
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

質
問　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
検
査
と
治

療
体
制
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

　

健
康
保
険
課
長　

感
染
不
安
や
県
外

か
ら
帰
っ
て
き
た
方
に
無
料
検
査
を
す

る
。
治
療
体
制
に
つ
い
て
は
宿
泊
、
自

宅
療
養
な
ど
入
院
外
来
診
療
の
逼
迫
回

避
の
取
り
組
み
と
し
て
自
宅
療
養
者
初

期
治
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
自
宅
療

養
し
た
食
事
が
取
れ
な
い
患
者
や
症
状

悪
化
を
訴
え
る
患
者
に
点
滴
加
療
や
処

方
を
行
う
臨
時
の
医
療
施
設
を
整
備
し

た
。

統
一
協
会
と
の
接
点
と
被
害
は
な
い
か

W
ell-being

な
ま
ち
づ
く
り

西原　政文
議員

遠目塚　文美
議員

一 般 質 問

観光振興が模索されるえびの高原一帯
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質
問　

え
び
の
市
の
基
幹
産
業
は
。

　

市
長　

農
業
で
あ
る
。

　

質
問　

そ
の
根
拠
は
何
か
。

　

市
長　

農
業
は
第
２
次
産
業
、
第
３

次
産
業
よ
り
生
産
高
は
低
い
が
、
集
落

を
支
え
る
産
業
で
あ
り
、
農
業
従
事
者

が
宮
崎
県
平
均
よ
り
も
多
い
か
ら
で
あ

る
。

　

質
問　

え
び
の
市
で
は
公
務
員
の
生

産
高
が
１
番
で
あ
る
。
そ
の
割
合
は
。

　

企
画
課
長　

え
び
の
市
の
総
生
産
高

は
６
１
９
億
９
０
０
万
円
。
そ
の
う
ち

農
業
の
割
合
は
12
・
96
％
、
公
務
は

20
・
25
％
。

　

質
問　

割
合
に
よ
り
公
務
員
が
基
幹

産
業
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の

事
実
を
受
け
、
市
長
は
第
６
次
計
画
の

記
載
を
修
正
す
る
の
か
。

　

市
長　

修
正
し
な
い
。

　

質
問　

こ
れ
ま
で
の
道
路
に
関
す
る

質
問
を
踏
ま
え
、
西
内
竪
の
市
道
に
対

す
る
「
適
切
な
措
置
」
と
は
何
か
。
市

道
32
号
線
は
救
急
車
が
通
れ
ず
、
十
数

年
来
困
っ
て
い
る
。
市
長
は
現
場
に
足

を
運
ん
で
欲
し
い
。

　

市
長　

市
道
30
号
西
内
竪
大
番
庫
線

は
今
後
も
点
検
等
を
行
う
。
市
道
31
号

学
校
下
大
番
庫
線
は
土
砂
流
出
が
あ
り

経
過
観
察
を
行
う
。
市
道
32
号
後
平
山

神
線
は
「
改
善
を
要
す
る
」
と
判
断
し

た
。
今
年
度
中
に
工
事
を
発
注
す
る
。

　

質
問　

市
立
病
院
赤
字
対
策
を
取
り

上
げ
て
い
た
が
、
令
和
３
年
度
決
算
に

お
い
て
黒
字
報
告
が
あ
っ
た
。
委
員
会

で
の
報
告
を
再
度
伺
う
。

　

市
立
病
院
事
務
長　

令
和
３
年
度
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
病
床
の
確
保
、
発
熱
外
来
の
対
応

な
ど
、
公
立
病
院
の
果
た
す
役
割
と
し

て
あ
ら
ゆ
る
対
応
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
国
、
県
等
か
ら
の
補
助
金
等

が
前
年
度
と
比
較
し
増
額
と
な
っ
た
こ

と
で
黒
字
決
算
と
な
り
、
累
積
赤
字
も

改
善
さ
れ
た
。
令
和
３
年
度
の
当
年
度

純
利
益
の
額
は
、
７
，
１
７
６
万
７
，

２
５
６
円
で
あ
る
。

　

質
問　

用
水
路
問
題
に
つ
い
て
、
霧

島
演
習
場
内
を
岡
元
用
水
路
が
流
れ
て

お
り
、
廠
舎
周
辺
の
排
水
が
、
そ
の
用

水
路
に
排
水
処
理
さ
れ
て
い
る
。
廠
舎

周
辺
排
水
処
理
は
、
新
田
地
区
南
方
神

社
鳥
居
前
諏
訪
迫
か
ら
新
田
川
を
サ
イ

ホ
ン
で
流
し
、
長
江
川
へ
放
流
す
る
方

法
も
あ
る
。
現
場
を
調
査
し
て
頂
き
た

い
。

　

市
長　

後
日
現
場
を
確
認
調
査
す
る
。

廠
舎
周
辺
の
排
水
は
長
江
川
へ

西
内
竪
の
市
道
32
号
線
改
修
決
定

栗下　政雄
議員

森　賢治
議員

一 般 質 問

市道32号線後平山神線の現状

霧島演習場廠舎周辺排水が岡元用水路に
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質
問　

商
工
会
館
建
設
へ
の
支
援
と

し
て
平
成
12
年
度
か
ら
平
成
16
年
度
を

対
象
と
し
た
「
え
び
の
市
過
疎
地
域
自

立
支
援
促
進
計
画
」
で
、
建
設
事
業
に

対
し
て
、
用
地
取
得
費
と
建
設
会
館
費

の
合
計
１
億
１
８
１
万
２
千
円
が
概
算

事
業
費
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、

当
時
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
受
け
、
商

工
会
館
建
設
事
業
は
凍
結
さ
れ
て
い
る
。

商
工
会
館
建
設
事
業
の
経
過
と
事
業
凍

結
に
至
っ
た
行
政
の
対
応
を
市
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
見
解
を
伺
う
。

　

市
長　

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
商
工

会
館
建
設
に
向
け
て
商
工
会
か
ら
具
体

的
な
方
向
性
が
示
さ
れ
れ
ば
、
助
成
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

現
在
あ
る
商
工
会
館
は
河
川

浸
水
想
定
地
域
に
あ
り
、
線
状
降
水
帯

な
ど
豪
雨
災
害
時
に
浸
水
す
る
可
能
性

が
高
い
地
域
に
あ
る
。
防
災
や
持
続
力

強
化
支
援
の
観
点
か
ら
、
災
害
直
後
に

迅
速
な
支
援
体
制
が
確
保
で
き
る
エ
リ

ア
の
建
設
用
地
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

災
害
に
強
い
経
済
の
拠
点
と
な
る
、
商

工
会
館
建
設
用
地
支
援
を
取
る
べ
き
だ

が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

市
長　

公
共
施
設
の
中
で
有
効
活
用

で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
協
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

商
工
会
館
建
設吉留　優二

議員

一 般 質 問

えびの市商工会館

議
会
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

え
び
の
市
議
会
で
は
年
４
回
「
定
例
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
定
例

会
は
約
１
ヶ
月
か
け
て
行
わ
れ
、
多
く
の
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
ま

す
。
予
算
の
執
行
状
況
や
現
状
、
今
後
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
説
明

や
報
告
を
受
け
ま
す
。
こ
の
ほ
か
市
政
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
を
行

い
ま
す
。

　

え
び
の
市
議
会
で
は
、
公
正
性
及
び
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
に

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
本
会
議
当
日
に
、

本
庁
３
階
の
議
会
事
務
局
で
自

分
の
住
所
・
氏
名
を
傍
聴
申
請

書
に
記
載
す
る
だ
け
で
、
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ル
ー
ル
や
エ
チ

ケ
ッ
ト
は
、
お
守
り
下
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
、
検
温
・
手
指

の
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
に
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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産業厚生常任委員会 管 内 調 査 報 告

◎ 各常任委員会閉会中審査報告◎

　

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請

願
第
１
号
小
規
模
水
道
施
設
整

備
へ
の
補
助
金
交
付
に
関
す
る

請
願
書
に
つ
い
て
審
議
す
る
た

め
、
各
小
規
模
水
道
組
合
の
現

状
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

■
日
時
・
場
所

・
令
和
４
年
６
月
14
日
（
火
）

　

西
内
竪
地
区
、
大
原
地
区

・
令
和
４
年
６
月
21
日
（
火
）

　

麓
（
川
原
）
、
六
本
原
地
区

・
令
和
４
年
７
月
11
日
（
月
）

　

三
斗
蒔
、
徳
満
地
区

・
令
和
４
年
７
月
22
日
（
金
）

　

霧
島
地
区

・
令
和
４
年
７
月
26
日
（
火
）

　

高
野
、
麓
地
区

■
各
水
道
組
合
の
状
況

Ａ
地
区

・
水
道
施
設
：
未
給
水
地
域
の

た
め
、
小
規
模
水
道
の
み
を

使
用
。

・
現
状
と
課
題
：
人
口
減
少
や

高
齢
化
で
動
け
る
人
員
が
少

な
い
。
ま
た
施
設
の
経
年
劣

化
で
修
繕
費
が
大
き
な
負
担

で
あ
る
。
冬
季
は
水
が
枯
れ

る
た
め
第
２
水
源
地
の
整
備

が
必
要
。
自
然
災
害
時
の
改

修
費
用
の
負
担
が
課
題
。

Ｂ
地
区

・
水
道
施
設
：
上
水
道
と
小
規

模
水
道
を
併
用
。

・
現
状
と
課
題
：
小
規
模
水
道

は
ほ
と
ん
ど
畜
産
関
係
の
事

業
用
水
と
し
て
使
用
。
水
道

施
設
は
、
こ
れ
ま
で
防
衛
関

連
事
業
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。

冬
季
に
水
量
が
減
る
た
め
水

源
池
の
確
保
が
必
要
。
ま
た

人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ
る

人
手
不
足
の
問
題
が
あ
る
。

Ｃ
地
区

・
水
道
施
設
：
上
水
道
の
給
水

地
域
で
あ
る
が
、
小
規
模
水

道
の
み
を
使
用
。

・
現
状
と
課
題
：
水
量
が
豊
富

で
飲
料
水
、
生
活
用
水
と
し

て
使
用
し
て
い
る
。
若
い
世

代
も
増
え
て
お
り
、
水
道
施

設
、
維
持
管
理
に
は
特
に
問

題
な
い
。

Ｄ
地
区

・
組
合
費
：
修
繕
は
発
生
し
た

時
に
そ
の
都
度
徴
収
す
る
。

・
水
道
施
設
：
未
給
水
地
域
の

た
め
小
規
模
水
道
の
み
を
使

用
。

・
現
状
と
課
題
：
上
水
道
の
整

備
を
希
望
し
て
い
る
。
高
齢

化
の
た
め
維
持
管
理
に
苦
慮

し
て
い
る
。
現
段
階
で
は
問

題
は
な
い
が
、
将
来
引
き
継

ぐ
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
が

課
題
。

Ｅ
地
区

・
水
道
施
設
：
上
水
道
と
小
規

模
水
道
を
併
用
。

・
現
状
と
課
題
：
飲
料
や
生
活

用
水
に
ほ
ぼ
小
規
模
水
道
を

使
用
し
て
い
る
。
水
量
も
豊

富
で
日
々
の
維
持
管
理
に
は

特
に
問
題
は
な
い
が
、
高
齢

化
が
進
み
後
継
者
が
い
な
い

こ
と
が
課
題
。

Ｆ
地
区

・
水
道
施
設
：
未
給
水
地
域
の

た
め
小
規
模
水
道
の
み
を
使

用
。

・
現
状
と
課
題
：
地
区
を
上
・

下
に
分
け
当
番
制
で
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
。
水
量
は

豊
富
で
現
在
特
に
問
題
は
な

い
。
今
後
は
人
口
減
少
と
高

齢
化
で
維
持
管
理
も
厳
し
く

な
る
。
後
継
者
が
い
な
い
こ

と
が
課
題
。

Ｇ
地
区

・
水
道
施
設
：
未
給
水
地
域
の

た
め
、
小
規
模
水
道
の
み
を

使
用
。

・
現
状
と
課
題
：
小
規
模
水
道

は
生
活
用
水
に
も
使
用
し
て

い
る
が
、
主
に
事
業
用
水
と

し
て
の
使
用
が
多
い
。
施
設

や
配
管
の
老
朽
化
や
、
高
齢

化
で
動
け
る
人
員
が
不
足
す

る
な
ど
維
持
管
理
に
苦
慮
し

て
い
る
が
、
今
後
は
、
中
山

間
地
域
農
業
農
村
総
合
整
備

事
業
で
組
合
を
一
本
化
し
整

備
を
進
め
る
予
定
。
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Ｈ
地
区

・
水
道
施
設
：
未
給
水
地
域
の
た
め

小
規
模
水
道
の
み
を
使
用
。

・
現
状
と
課
題
：
水
道
施
設
は
、
飲

用
水
が
防
衛
関
連
の
事
業
で
、
事

業
用
水
が
畜
産
関
連
の
事
業
で
整

備
さ
れ
て
い
る
。
経
年
劣
化
で
修

繕
に
大
き
な
費
用
が
掛
か
る
。
ま

た
雑
用
水
用
は
冬
季
に
水
量
が
減

る
た
め
水
源
池
の
確
保
が
課
題
。

Ｉ
地
区

・
水
道
施
設
：
上
水
道
と
小
規
模
水

道
を
併
用
。

・
現
状
と
課
題
：
若
い
世
代
は
上
水

道
を
使
用
し
て
い
る
。
設
備
が
老

朽
化
し
て
い
る
が
、
改
修
費
用
が

掛
か
る
た
め
、
改
修
が
で
き
な
い
。

ま
た
高
齢
化
が
進
み
後
継
者
が
い

な
い
こ
と
が
課
題
。

　

審
議
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
９

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員　

小
宮　

寧
子

（西内竪水道組合）（大原水道組合）

（徳満水道組合） （三斗蒔水道組合）

（霧島水道組合）
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○えびの市議会ハラスメント根絶条例
令和４年９月２８日

えびの市条例第２０号

　議員は市民の負託を受けた代表者であることから、その負託に応えるため、議員として

の高い倫理観と品位が求められる。ましてや議員の地位による影響力を不正に利用したハ

ラスメント行為は断じて許されるものではない。

　セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメントその他の誹謗、中傷、風説の流布

等により人権を侵害し、又は不快とされる行為（以下「ハラスメント」という。）は、他者

に対して行われる極めて悪辣な行為であり、ハラスメントに対する無自覚によって相手に

被害を与える「人権侵害」である。

　また、ハラスメントは、基本的人権、個人の尊厳を著しく傷つけ、議会活動及び議会運

営に支障を来たし、議会の社会的信用並びに信頼を失うことにつながる。特に市長等に対

するハラスメントは顕在化しにくい上に、不当に市長等の尊厳を傷つけ、最悪の場合、回

復不能な精神的、肉体的な被害をもたらし、ひいては人材の喪失、行政の停滞を招くこと

になり、業務への支障につながり、市民サービスが低下し、市民のみならず社会からの信

用及び信頼を失うこととなる。更には議員への市民の信頼を裏切ることになりかねない。

　そのため、身分、職位及び職責にかかわらず、全ての者が互いに人格を尊重し、相互に

信頼し合うことで、その能力を十分発揮することができるようにするため、えびの市議会は、

ハラスメントを防止し、その根絶に努め、市長等の良好な勤務環境の実現を目指すことを

決意し、この条例を制定する。

（目的）

第１条　この条例は、全ての議員がお互いに人格を尊重し、相互に信頼し合い、議員及び

議会としての役割を十分に発揮するため、議会内における議員間のハラスメント及

び議員の地位を利用した市長等に対するハラスメントを防止し、根絶するための措

置を講じ、並びにハラスメントの被害者に配慮することにより、全ての議員及び市

長等が個人としての尊厳を尊重され、良好な職場環境を確保することで市政の効率

的運用に寄与し、もって信頼される議会の実現に資することを目的とする。

（ 抜 粋 ）
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農林畜産業における燃油、肥料・飼料、資材等の価格高騰対策の
拡充に関する意見書

　新型コロナウイルス感染症やロシアによるウクライナ侵攻の影響に伴う燃油価格等の高騰に
より、本市の農林畜産業にも大きな影響が生じている中で、稲作、畑作、施設園芸等における
燃油や畜産の飼料をはじめ、肥料・資材、農業用ハウスなど、農林畜産業における生産コスト
が増大する一方で、野菜などの生産物価格は低迷しており、農業経営は非常に厳しい状況となっ
ている。
　当面、このような状況の改善が見通せない中、我が国の農林畜産業の経営体質の強化を図ら
なければ生産基盤が崩壊し、一層の食料自給率の低下をまねき食料安全保障への影響が懸念さ
れることから、早急に下記の措置を講じられるよう強く要望する。

記
１　燃油及び飼料に係るセーフティーネットについて、関係予算の十分な確保、価格が高止

まりした場合にも補填を受けられるための基準価格や発動要件などの制度の見直しを行う
こと。

２　肥料をはじめとする農業資材等の価格高騰時の農家負担軽減につながる制度を早期に創
設すること。

３　生産基盤の強化に向け、化石燃料等の海外資源への依存軽減及び生産・流通コストの削
減につながる施設・機械等の導入支援を拡充すること。

４　国産農畜産物の需要の回復・拡大に係る予算を十分確保すること。
５　農業生産資材の価格高騰が農林畜産物価格に適正に転嫁される環境整備を進めること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
令和４年９月２１日
宮崎県えびの市議会

水田活用の直接支払交付金の見直しに関する意見書
　我が国における米の消費量は、食生活の多様化や少子高齢化の進行により、年々減少している
ことに加え、長引く新型コロナウイルス感染症の影響により、業務用米の消費が落ち込み米価が
下落する状況となっている。
　このような中、令和４年度の水田活用の直接支払交付金の見直しにおいては、水張りができな
い農地は交付対象水田から除外するルールの再徹底や、現場の課題を検証しつつ、今後５年間に
一度も水稲作付けが行われない農地は、令和９年度以降、交付対象水田としない方針が示された。
　今回の見直しにより、生産現場からは、交付対象から除外される農地が出ることにより、農地
の維持が困難となることから、耕作放棄地の増加につながる等の危惧する声が上がっている。
　さらに、本市の水田農業を営む生産者の経営にとどまらず、耕畜連携による飼料生産や中山間
地域の農地保全を損なう恐れがあるなど、様々な影響が懸念される。
　よって、国においては、下記の措置を講ずるよう強く要望する。

記
１　将来にわたる安定的な営農や農地の維持が展望できるよう、一律に見直しの制度適用を

行わないこと。
２　今回の見直しにより、今後５年間で将来的な産地形成の検討を進めていくことになるこ

とから、その中で明らかになった様々な課題をしっかりと受け止め、確実に検証を行うと
ともに、生産現場の実情を十分踏まえた上で必要な支援を行うこと。

３　農地及び集落の維持のため、交付対象水田を畑地化し、土地利用型の営農形態となって
も生産者の所得が減少することなく、意欲を持って生産活動に取り組めるよう、速やかに
新たな支援措置を講じること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
令和４年９月２１日
宮崎県えびの市議会
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／：議長は採択に加わらない　　◯：賛成　　●：反対　　ー：棄権　　欠：欠席
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令和４年９月定例会　議案等審議結果表
１．議案等　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

付託委員会 番　　号 件　　　　　　　　名 審議結果
竹

中

川

野
森
阿

部

小

宮

吉

留

中

山

遠
目
塚

田

口

松

窪

西
原

（義）

西
原

（政）

栗

下

報告第９号 令和３年度えびの市健全化判断比率について ー ※質疑後、終結

報 告 第10号 令和３年度えびの市資金不足比率について ー ※質疑後、終結

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 別 段 異 議
は な い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

議 案 第46号 動産の買入れについて 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

総務教育 議 案 第47号 西諸地区いじめ問題対策専門家委員会共同設置規約の一部変更について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務教育 議 案 第48号 えびの市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務教育 議 案 第49号 えびの市一般職の職員の退職手当に関する条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務教育 議 案 第50号 えびの市固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
予算審査 

特別委員会 議 案 第51号 令和４年度えびの市一般会計予算の補正（第５号）について 原 案 可 決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業厚生 議 案 第52号 令和４年度えびの市国民健康保険特別会計予算の補正（第２号）について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業厚生 議 案 第53号 令和４年度えびの市後期高齢者医療特別会計予算の補正（第１号）について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業厚生 議 案 第54号 令和４年度えびの市介護保険特別会計予算の補正（第１号）について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業厚生 議 案 第55号 令和４年度えびの市産業団地整備事業特別会計予算の補正（第２号）について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務教育 議 案 第56号 令和４年度えびの市水道事業会計予算の補正（第１号）について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務教育 議 案 第57号 令和４年度えびの市病院事業会計予算の補正（第１号）について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
決算審査 

特別委員会 認定第１号 令和３年度えびの市一般会計歳入歳出決算の認定について 認 定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

産業厚生 認定第２号 令和３年度えびの市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業厚生 認定第３号 令和３年度えびの市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業厚生 認定第４号 令和３年度えびの市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業厚生 認定第５号 令和３年度えびの市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務教育 認定第６号 令和３年度えびの市水道事業会計決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務教育 認定第７号 令和３年度えびの市病院事業会計決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2．請願・陳情　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

付託委員会 番　　号 件　　　　　　　　名 審議結果
竹

中

川

野
森
阿

部

小

宮

吉

留

中

山

遠
目
塚

田

口

松

窪

西
原

（義）

西
原

（政）

栗

下

産業厚生 請願第１号 小規模水道施設整備への補助金交付に関する請願書 不 採 択 ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ○

3．議員提出議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

付託委員会 番　　号 件　　　　　　　　名 審議結果
竹

中

川

野
森
阿

部

小

宮

吉

留

中

山

遠
目
塚

田

口

松

窪

西
原

（義）

西
原

（政）

栗

下

議 員 提 出
議案第１号 えびの市議会ハラスメント根絶条例の制定について 原 案 可 決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4．委員会提出意見書案

付託委員会 番　　号 件　　　　　　　　名 審議結果
竹

中

川

野
森
阿

部

小

宮

吉

留

中

山

遠
目
塚

田

口

松

窪

西
原（
義
）

西
原（
政
）

栗

下

委員会提出
意見書案第２号

農林畜産業における燃油、肥料・飼料、資材等の価格高騰対策の拡充に関す
る意見書（案） 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

委員会提出
意見書案第3号 水田活用の直接支払交付金の見直しに関する意見書（案） 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

／：議長は採択に加わらない　　○：賛成　　●：反対　　−：棄権　　欠：欠席

Ebino City Assembly Report　22


